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自己紹介 

•大学院（教育学研究科）修士課程とは 

– 学校教育に関する理論と実践を学び，研究を行う 

 

 

 

 

•研究テーマ 

– 自律学習の長期間継続のための条件は？ 

– 教育工学（デジタル機器の教育利用）的アプローチ 

– 社会心理学（他者との相互作用）的アプローチ 

 

高等学校 大学生 大学院生 
（修士課程） 

1年 2年 3年 1年 
 

2年 3年 4年 1年 2年 
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目次 

•大学受験までの自分自身のふりかえり 

– 中学時代のつまづき 

– 高校時代にわずかに見えた希望 
 
 

•今日からはじめる学習法の一提案 

– 学習効果の知見 

•  どうすれば1日の学習回数を増やせるか 

•  学習継続のために何が有効か 

– おわりに 
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中学時代のじぶん 

•急に勉強がわからなくなった（特に暗記系） 

• 「やればできる」と言われるものの 

「何をどのようにやればできるのか」わからない 

 

やればできるんだから 

がんばって 

何をどのように？ 
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高校時代のじぶん① 

•大学受験を目の前に， 

とにかく何かしらやらないといけない状況 
 

•授業でつかっていた 

英単語FORMULA1700（安河内，2004） 

– 1日中持ち歩いて見るのをまずは2ヶ月くらい 

– 手垢が付き始めたころ，友だちに 

「おまえの単語帳， 
俺のよりふくらんでるなｗ」 
みたいなこと言われた 
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高校時代のじぶん② 

•単語帳が汚れていくのを友だちが 

いちいち指摘してくれるのがなんかうれしい 

うわっ・・・あの
子の単語帳、 

汚すぎ・・・？ 
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高校時代のじぶん③ 

•汚れに比例して，わかる単語が増加↑↑ 

•英単語の自信がついた 

•他の教科も，同じように， 

「汚れ」「見る回数」を 

増やせばいいのでは？ 



学習継続の重要性 
9 

大学で知ったこと 

•寺澤先生の話より 

– わずかな1回の学習効果
が，長期間保持され，着実
に積み重なっていく 

 

 

– （英単語については）1日あ
たりの5回以上の学習回数
の効果は，あまり大きくな
い可能性 

 

学習回数の重要性 
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学習回数を増やすには 

• じゃあどうすればいいのか 

– まずは，1回でも多く見ようと努力すること 

– でもさらに気軽に，1回でも多く見たい 

 

• 「潜在記憶（実力レベルの成績）には，学習時の
記銘意図が大きな影響をもたない」という知見か
ら，偶発学習も十分な学習効果をもつ可能性 

– 意図的学習（Intentional-learning） 

– 偶発学習（Incidental-learning） 



偶発学習環境をつくってみよう （例1：iPadの活用例） 

 iPadでツイートを表示させる（アプリ：Banner （Free）） 

– （参考）デジタル機器・コンテンツの活用： 
• 昨年度，中学3年生のご家庭で試した例 

– 電光掲示板風アプリを起動したiPadをリビングのテレビ横に
設置 

– 苦手な知識問題を表示（最新の学習状況が反映） 

– 仕組み 
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！ 

意図的学習 偶発学習 



偶発学習環境をつくってみよう （例1：iPadの活用例） 

•ビデオへ 
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偶発学習環境をつくってみよう （例1：iPadの活用例） 

•学習回数の増加↑↑が期待 
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！ 

学
習
回
数 

＊グラフはイメージ 



お詫び 

•システムは，一般公開されていません 

• iPadで使用していたアプリ（Banner）は，
Twitter APIのバージョンアップに未対応のた
め，現在利用不可 
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偶発学習環境をつくってみよう 

 

みなさんも 

ちょっとしたひと工夫で 

偶発学習環境を 

つくることができます 
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偶発学習
は自分で
つくれる 
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

Twitterで既存の英単語bot等をフォロー 

   例）@nankaneitan_bot 

 

 

オリジナルの学習コンテンツをつぶやくbotを
自作したい人はtwittbot（5分で作成可能） 
 → http://twittbot.net/ 

定期的かつ自動的に知識がつぶやかれる 

http://twittbot.net/
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

• botのつぶやきを何で受け取るか 

A)スマートフォンの通知機能の利用 

 オススメ！（詳しくはこの後のスライド）  

 

B) メール 

 botが知識をつぶやいたら，内容を即時受信 
（メール受信する時間帯は設定可能）  

（設定URL）→ https://twitter.com/devices 

 

C)PC常駐ソフト 

 TLBar 

知識の方
からやって
くる 

https://twitter.com/devices
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

定期的に
ダイアログ
で通知 

 どんな風に表示されるの？ 
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

ゲームで
遊んでる 
ときも 

 どんな風に表示されるの？ 



20 

偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

最新10件はいつでも見られる 

ロック解除後の画面で
下に引っ張ると 

通知センター起動 

さわって 
なくても 
溜まる 
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

 設定方法（iPhoneの場合） 



 設定方法（iPhoneの場合） 
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 



 設定方法（iPhoneの場合） 
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 



 設定方法（iPhoneの場合） 
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

通知解除
する場合
はOFFに 
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

• botのつぶやきを何で受け取るか 

A)スマートフォンの通知機能の利用 

 オススメ！（詳しくはこの後のスライド）  

 

B) メール 

 botが知識をつぶやいたら，内容を即時受信 
（メール受信する時間帯は設定可能）  

（設定URL）→ https://twitter.com/devices 

 

C)PC常駐ソフト 

 TLBar 

知識の方
からやって
くる 

https://twitter.com/devices
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偶発学習環境をつくってみよう （例2：Twitter活用例） 

 設定方法 必要な方は，後でご覧ください 

 
          今日のスライドは 

          ホームページに 

          載せます 

このあたり 
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偶発学習環境をつくってみよう （例3：古典的ですが） 

•英単語をA4用紙などにキレイに書きだして， 

トイレに貼ろう 

•ラミネート加工して，お風呂にも置いておこう 

– ラミネーター（ホームセンター等で購入可） 

 

 
今日も 

見ておこう！ 

結構覚えて 

きたな～ 

＊この場合は，学習のきっかけが 

  意図的ではなく偶発的と考える 



偶発学習環境をつくってみよう 

このような 

偶発学習環境に加えて 

より重要なのは 

 

意図的学習をいかに 

継続するか 

28 
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学習継続するためには 

•意図的学習は，継続が難しい 

– 飽き 

– 学習効果を実感しにくい（寺澤ほか，2008） 

 

•いろいろな学習継続の試み 

– 学習ページ数の記録（セルフ・モニタリング）が努
力量を維持（Wood et al., 1990；Schunk & Swartz, 1993 ； 
Schunk，1996 ） 

– 学習者同士の繋がりが学習量を維持（澤山・寺澤，
2012；2013） 



– 学習画面例（繋がり学習条件） 

応援コメント
機能 

ツイート機能 

オンライン人数
表示機能 

問題コメント
機能 
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学習継続するためには 



– 学習画面例（集中学習条件） 

応援コメント
機能 

ツイート機能 

オンライン人数
表示機能 

問題コメント
機能 
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学習継続するためには 
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学習継続するためには 

Fig.1：学習条件別，１ヶ月間の学習量の推移（澤山・寺澤，2012） 

 

繋がり学習は 
学習量が 
減少しにくい 

 

繋がり学習条件   
集中学習条件 



学習継続するためには 

•なぜ繋がりは学習量が減少しにくいのか 

– 苦労を共にしている仲間を認識することで 

情意的な動機づけが高まる可能性（湯川ほか，2008） 

– 自己とは異なる他者を認識することで 

自己モニタリングが促進される可能性 
 

•仲間との学び合いのその他の効果 

– 他者との相互作用で学習方略を獲得 

 したり，学習が発展したりする（上淵，2007） 
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競争を意識しすぎて仲間を失うな！！ 



英単語のような知識の学習法の一提案 

•まとめ 

– 本の汚れに驚かれるくらい，見る回数を増やす 

– Twitterやラミネートを活用して，偶発学習を増やす 

– いっしょに勉強できる友だちをつくって，長く続ける 
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効果的な学習環境は 

自分でつくれる 


